
Ⅱ 国家安全保障上の諸課題への対応

概 要

我が国の安全保障を巡る環境が⼀層厳しさを増している中で、国及び国⺠の安全・安⼼を確保する
ため、我が国の様々な⾼い技術⼒の活⽤を図る。
・技術⼒は我が国の経済・社会活動を⽀える基盤であると共に、国及び国⺠の安全・安⼼を確保するための基盤ともなっており、関係
府省・産学官の連携の下、国家安全保障上の諸課題に取り組むために必要な技術（素材通信センサに代表される要素技術及びそ
れらを組み合わせた航空機、ロボット等に代表される技術）の研究開発を推進する。

・テロ・災害対策に関し、⾃然災害発災後の対応技術については、テロ対応に活⽤できるものもあり、テロの未然防⽌技術を幅広く把
握し、俯瞰した上で対応技術についても検討することが相乗効果を⾼めることにつながる。

国家安全保障関係

※TRL(Technology Readiness Level)：NASA提案の技術成熟度分類（TRL1:原理の示唆、TRL2:技術概念の提案、TRL3:技術概念の定量的検討、TRL4:要素技術の実験室検証、
TRL5:要素技術の実環境実証、TRL6:試作システムの実験室検証、TRL7:試作システムの実環境実証、TRL8:実用システムの開発及び検証、TRL9:実用システムの実環境実証）

TRL※ 1     2     3     4     5     6      7             8                 9

基礎研
究（約

15%:25
千億円）

応用研究
(約23%:38千億円) 開発研究

（約62%:104千億円）

（括弧内は平成25年度の日本の研究資金を内閣府が推計）

我
が
国
の
研

究
資
金
分
布

主に基礎研究を対象
に、⺠⽣での活⽤も期
待できる研究の推進制
度を拡充【防01】

進展の速い⺠⽣技術の開
発研究への効果的適⽤へ
の取組【防02】

軽量機体構造

ｽﾘﾑｴﾝｼﾞﾝ X-2

災害発⽣時の被害情報、道路情報、避
難所等の災害情報収集・分析技術、地図

情報共有・利活⽤システム【内科06】

救急医療情報、道路情報等

画像解析技術

テロ事案等における
画像解析技術の

⾼度化【国・警01】
防衛省

警察庁等

その他技術
（危険物、核物質、
化学剤、⽣物剤等

探知技術等

⼤学、企業等

CBRN脅威評価技術
等深刻な現場への対
応技術の開発【防
03,04,05,06】

テロ対策関係

基礎研究から実⽤化まで⼀気通貫のSIP、ﾊｲ
ﾘｽｸ/ﾊｲｲﾝﾊﾟｸﾄなImPACT
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第２章（２）国及び国⺠の安全・安⼼の確保と豊かで質の⾼い⽣活の実現
Ⅳ おもてなしシステム

Ⅳ おもてなしシステム
⼤会を活⽤し、来⽇客に対して移動や会話に伴うストレスのない、やさしい誘導を⾏い、イベ
ント・観光における感動共有を、都⼼部や観光地だけではなく⽇本のどこでも提供

システム化概要

• ⽂化・⾔語の壁⇒翻訳精度を追求した多⾔語⾳声翻訳技術を搭載したロボットやウェアラブル端末等
• 競技観戦者数は有限⇒競技の感動を⽇本各地へ・世界の各都市へ伝送する空間映像システム
• 複雑な公共交通NW・会場までの混雑⇒安全・安⼼・快適のためのサイバーフィジカルシステム

多⾔語⾳声翻訳システム
• 10⾔語で⾼精度な翻訳を実現
（お・総01）

• ⾼精度な屋内地図整備（お・国02）
⺟国語で会話できるﾊﾞﾘｭｰ
⽬的地へ到達できるﾊﾞﾘｭｰ

サイバーフィジカルシステム
• IoTによる⼈流抽出、AI、ビッグﾃﾞｰﾀ処理
（①・内科03、①・総02・①・⽂04・

①・経01・ ①・経02）
• 海上交通のビッグデータ処理（お・国01）
移動最適化のﾊﾞﾘｭｰ
陸上・海上の安全化のﾊﾞﾘｭｰ

空間映像システム
• 競技者の3次元映像⽣成（お・総02）
• ﾌｨﾙﾑ型のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ（エ・経12）
遠隔地での感動共有のﾊﾞﾘｭｰ
 ﾋﾞﾙ⾯を⼤画⾯化してﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ

ﾋﾞｭｰｲﾝｸﾞするﾊﾞﾘｭｰ

医療分野での活⽤

地域振興へ活⽤

教育分野での活⽤

共通のプラット
フォームとしての活⽤

他
⽤
途
へ
の
適
⽤

What is a
recommended meal?

（何かおススメの食事は
無いかな？）

「富士弁当」が
海外の方に人気です

• 医療ツーリズムの誘導
• 遠隔医療サービスの実現

• 臨場感あふれる遠隔教育の実現

高度医療を受け
れて良かったね。

エネルギー利⽤の
スマート化

• 各システム間でのデータ利活⽤
による新たな価値の創出

⽇
本
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
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０
２
０
年
⼤
会
で
の
活
⽤

訪
⽇
外
国
⼈
旅
⾏
者
数
４
０
０
０
万
⼈
達
成
と

国
内
消
費
の
さ
ら
な
る
増
加
に
貢
献

︵
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⼤
幅
⿊
字
化
︶

調べて
みましょう

What is that player?
（あの選手は誰？）

レジリエント防災・
減災システム、な
ど
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地球環境情報プラットフォームの構築

地球環境の観測・予測データおよび
経済・社会データを統合した地球環境
情報プラットフォームを構築し、気候変
動に起因する課題の解決ならびに世界
の持続的な発展へ貢献する

温室効果ガス濃度の増加に伴う地球温暖化
等の気候変動は、⾵⽔害の増加や⽔資源、
⾷料⽣産等への悪影響等が危惧されている。
我が国および世界において、気候変動の緩
和と適応に取り組むことが求められる。

システム概要

【データ活用】気候変動の緩和と
気候変動の影響への適応に貢献する

技術の開発【環02 ・文02 】【データ収集】衛星搭載セン
サーの性能向上、地球観測衛星
の開発・運用、海洋・極域の観
測技術の高度化【環01・文01・

文03・総01】

【データ加工】地球環境の予測モデル
とシミュレーション技術、

温室効果ガス排出量推定
技術の高度化

【環01・環02・文02・国01】

自然エネルギー発電等の
出力変動予測

第２章（３）地球規模課題への対応と世界の発展への貢献
地球環境情報プラットフォームの構築

第２章（３）地球規模課題への対応と世界の発展への貢献
地球環境情報プラットフォームの構築

【データ蓄積・公開】地球環
境の観測・予測データを統合
した情報基盤の構築と気候変
動適応情報の収集・発信

【環01・環02・文02・総01】

適切な水資源管理

期待される成果一例
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